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1.  平成24年3月期第3四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第3四半期 159,091 △7.5 2,532 △76.5 1,259 △86.6 △1,045 ―

23年3月期第3四半期 172,056 83.6 10,779 307.2 9,364 662.8 5,934 375.8

（注）包括利益 24年3月期第3四半期 △1,577百万円 （―％） 23年3月期第3四半期 6,925百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第3四半期 △7.89 ―

23年3月期第3四半期 44.80 44.64

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第3四半期 185,183 50,211 23.5
23年3月期 185,952 54,573 25.4

（参考） 自己資本   24年3月期第3四半期  43,491百万円 23年3月期  47,149百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
24年3月期 ― 5.00 ―

24年3月期（予想） 5.00 10.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 209,000 △3.5 3,500 △69.3 1,800 △81.5 △3,000 ― △22.63



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期連結財務諸表のレビュー手続きは終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３
ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期3Q 135,992,343 株 23年3月期 135,992,343 株

② 期末自己株式数 24年3月期3Q 3,425,625 株 23年3月期 3,506,301 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期3Q 132,536,867 株 23年3月期3Q 132,460,780 株



 

 

 

○添付資料の目次 

１．当四半期決算に関する定性的情報......................................................２ 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報..................................................２ 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報..................................................３ 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報..................................................３ 

２．サマリー情報（その他）に関する事項..................................................４ 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動..................................４ 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用..................................４ 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示................................４ 

３．四半期連結財務諸表..................................................................５ 

(1) 四半期連結貸借対照表............................................................５ 

(2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書................................７ 

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書..............................................９ 

(4) 継続企業の前提に関する注記......................................................11 

(5) セグメント情報等................................................................11 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記....................................11 

４．補足情報............................................................................12 

(1) 平成24年３月期 第３四半期連結累計期間 決算概要〔連結〕..........................12 

 



 

 

１．当四半期決算に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間(注１)における世界経済を展望しますと、米国は一部経済指標の悪化などによ

り景気は斑模様ながら緩やかなペースで拡大する一方、欧州は債務危機に起因した金融市場の混乱を背景に

経済が停滞し厳しい状況となりました。アジアは中国を中心として引き続き好調を維持しましたが、金融引

き締めや先進国向けの輸出の低迷により成長率が鈍化し、日本は東日本大震災の影響から持ち直しの兆しが

みられるものの、歴史的な円高水準の定着、タイの洪水による製造業におけるサプライチェーンの混乱、欧

州債務問題などにより景気の下振れ懸念が増しました。 

自動車業界においては、成長率の鈍化は見られるものの中国を中心にアジアの自動車生産台数は引き続き

堅調に推移し、北米は生産回復基調を示し、日本では震災以前の生産水準まで回復しました。 

この様な状況のもと、第３四半期連結累計期間における売上高は、後半に生産水準の回復がある一方で、

第１四半期での震災による操業度の大幅な低下、及び円高の為替換算影響による減少（営業利益への影響は

現地調達化の進展に伴い限定的）により1,591億円（前年同期比7.5％減）となりました。利益面において

は、震災による生産拠点の稼働率低下及びエキストラコストの発生、原材料コストの高騰、人件費の増加

（震災復旧関連及び昨年度好業績を反映した賞与等の増加）、北米での不採算ビジネスの受注増加、「在外

子会社の事業譲受に係る特定勘定」(注2)の取崩終了影響もあり営業利益は25億円（前年同期比76.5％減）、

経常利益は13億円（前年同期比86.6％減）、更に、繰延税金資産については、日本での税制改正に伴う取崩

影響及び米国では一部計上できないこと等により、四半期純損失は10億円（前年同期は四半期純利益59億

円）となりました。 

 
セグメントごとの業績は次のとおりであります。 

①日本 

震災後の完成車メーカーの生産低迷及びタイ洪水影響による自動車生産の減産がありましたが、想定

以上に生産が早期に復旧し受注が回復したため売上高は715億円（前年同期比1.2％減）となりました。

利益面では、製品構成の変動に伴う限界利益率の悪化（利益率の高い補修品ビジネスの構成比が低下し

たことによる利益の減少）、前述の人件費増加、自家発電費用などの震災及び原発事故によるエキスト

ラコストの発生等により営業利益は40億円（前年同期比42.2％減）となりました。 

②北米 

円高による為替換算の影響及び日本での震災の影響による日系完成車メーカーの生産低下に伴う受注

減少により売上高は744億円（前年同期比14.8％減）となりました。利益面では、ロバートボッシュL.L.

C.から引き継いだ赤字契約ビジネスの受注量の増加、鉄スクラップの市況高騰による鋳物とベアリング

を中心とした原材料コストの高騰により収支が悪化したこと等により営業損失は44億円（前年同期は営

業利益９億円）となりました。、なお「在外子会社の事業譲受に係る特定勘定」の取崩益の計上は、当

第１四半期にて終了しております。 

③欧州 

欧米系の完成車メーカーからの新規受注獲得により売上高は38億円（前年同期比23.3％増）と増収と

なりましたが、原材料コストの高騰、来期以降の増産体制構築費用の増加などにより営業損失は1.7億円

（前年同期は営業損失0.9億円）となりました。 

④中国 

日本での震災の影響はあったものの日系完成車メーカーからの受注が好調に推移したことから、現地

通貨ベースでの売上高は増収となりましたが、円高による為替換算の影響を大きく受け、売上高は37億

円（前年同期比2.3％減）、営業利益は５億円（前年同期比15.5％減）と減収減益となりました。 

⑤タイ 

日本での震災影響による一時的な受注減少により、売上高は24億円（前年同期比1.3％減）となり、営

業利益は３億円（前年同期比16.1％減）となりました。 

⑥インドネシア 

日系の二輪車及び四輪車メーカーからの受注が引き続き堅調に推移し、売上高は109億円（前年同期比

1.8％増）、営業利益は20億円（前年同期比9.7％増）となりました。 

 

(注1) 当第３四半期連結累計期間とは 

(1) 北米・中国・タイ・インドネシア：平成23年１月～平成23年９月 

(2) 日本・欧州          ：平成23年４月～平成23年12月  を意味します。 

従い、タイ・インドネシアの業績に対するタイ洪水の影響は平成24年３月期第４四半期に発生します。 

 



 

 

(注2) 一昨年度末にロバートボッシュL.L.C.より譲受けた事業について、事業譲受け後に発生することが予想され

る営業損失に対して連結貸借対照表の「在外子会社の事業譲受にかかる特定勘定」として負債に計上したも

のであります。 

 

(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

①資産、負債及び純資産の状況 

（資産） 

当第３四半期連結会計期間末の資産は1,852億円と前連結会計年度末比８億円の減少となりました。 

流動資産は982億円と前連結会計年度末比27億円の減少となり、固定資産は869億円と前連結会計年度末

比19億円の増加となりました。主な要因は、日米亜での新規設備投資や自家発電設備などの投資により有

形固定資産が15億円増加した一方で、株価の下落により投資有価証券が11億円減少したことによるもので

す。また税制改正により繰延税金資産が５億円減少しました。 

（負債） 

当第３四半期連結会計期間末の負債は1,350億円と前連結会計年度末比36億円の増加となりました。 

流動負債は688億円と前連結会計年度末比88億円の増加となり、固定負債は662億円と前連結会計年度末

比52億円の減少となりました。主な要因は、手元流動性の確保のため有利子負債が59億円増加したことに

よるものです。 

なお、有利子負債残高898億円から「現金及び預金」と「有価証券（譲渡性預金）」を控除したネット有

利子負債残高は488億円であります。 

（純資産） 

当第３四半期連結会計期間末の純資産は502億円と前連結会計年度末比44億円の減少となりました。主な

要因は、四半期純損失及び配当金の支払により利益剰余金が24億円減少、為替換算調整勘定等の減少によ

りその他の包括利益累計額が14億円減少したことによるものです。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計 期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末比70億円減少の314億

円となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、１億円の収入（前年同期比64億円の収入減少）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益12億円及び減価償却費67億円があった一方で、売上債権の増加額5

9億円及び法人税等の支払額12億円によるものです。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、120億円の支出（前年同期比59億円の支出増加）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得による支出93億円、関係会社株式の取得による支出13億円、定期預金及

び有価証券（譲渡性預金）の純減額11億円によるものです。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、52億円の収入（前年同期比28億円の収入増加）となりました。

主な要因は、長期借入れによる収入120億円及び長期借入金の返済による支出72億円によるものです。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年６月14日に公表致しました通期連結業績予想について下記のとおり修正しております。 

なお、詳細は本日開示の「業績予想の修正に関するお知らせ」に記載のとおりです。 

平成24年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年４月１日～平成24年３月31日） （単位:百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想（Ａ） 208,000 7,000 5,500 2,000 15円10銭 

今 回 発 表 予 想（Ｂ） 209,000 3,500 1,800 △3,000 △22円63銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） ＋1,000 △3,500 △3,700 △5,000 ― 

増 減 率（％） ＋0.5 △50.0 △67.3 ― ― 

（ご参考）前期実績 

（平成23年３月期） 
216,574 11,392 9,738 5,265 39円75銭 

上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報にもとづき作成したものであり、実際の業

績は今後様々な要因によって予想値と異なる場合があります。 



 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 

 



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 26,661 37,698

受取手形及び売掛金 33,035 37,838

有価証券 20,300 3,300

商品及び製品 3,571 3,002

仕掛品 1,916 1,869

原材料及び貯蔵品 8,049 7,391

繰延税金資産 2,443 1,439

その他 5,004 5,722

貸倒引当金 △21 △18

流動資産合計 100,958 98,242

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 41,618 42,554

減価償却累計額 △25,335 △25,837

建物及び構築物（純額） 16,283 16,718

機械装置及び運搬具 115,494 116,370

減価償却累計額 △92,754 △94,273

機械装置及び運搬具（純額） 22,740 22,097

土地 21,396 21,312

建設仮勘定 3,989 5,774

その他 18,637 18,884

減価償却累計額 △17,311 △17,589

その他（純額） 1,326 1,296

有形固定資産合計 65,735 67,196

無形固定資産   

のれん 7 3

その他 1,807 2,395

無形固定資産合計 1,813 2,397

投資その他の資産   

投資有価証券 11,184 10,094

繰延税金資産 5,535 6,127

その他 812 1,212

貸倒引当金 △86 △86

投資その他の資産合計 17,446 17,347

固定資産合計 84,994 86,941

資産合計 185,952 185,183



（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(平成23年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 22,988 25,612

短期借入金 8,059 9,859

1年内返済予定の長期借入金 15,435 21,148

未払法人税等 871 968

賞与引当金 2,072 556

災害損失引当金 515 51

設備関係支払手形 455 779

在外子会社の事業譲受に係る特定勘定 1,699 －

その他 7,847 9,808

流動負債合計 59,942 68,782

固定負債   

社債 15,000 15,000

長期借入金 45,301 43,691

退職給付引当金 3,821 2,410

役員退職慰労引当金 28 30

繰延税金負債 1,581 613

再評価に係る繰延税金負債 4,268 3,761

その他 1,438 685

固定負債合計 71,438 66,191

負債合計 131,380 134,973

純資産の部   

株主資本   

資本金 19,939 19,939

資本剰余金 14,244 14,257

利益剰余金 12,602 10,232

自己株式 △2,348 △2,293

株主資本合計 44,438 42,135

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,539 955

土地再評価差額金 5,882 6,389

為替換算調整勘定 △4,710 △5,989

その他の包括利益累計額合計 2,711 1,356

新株予約権 283 327

少数株主持分 7,141 6,392

純資産合計 54,573 50,211

負債純資産合計 185,952 185,183



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

売上高 172,056 159,091

売上原価 147,311 140,784

売上総利益 24,745 18,308

販売費及び一般管理費 13,966 15,775

営業利益 10,779 2,532

営業外収益   

受取利息 69 57

受取配当金 111 166

持分法による投資利益 － 6

その他 160 137

営業外収益合計 340 366

営業外費用   

支払利息 907 936

持分法による投資損失 6 －

その他 843 703

営業外費用合計 1,755 1,640

経常利益 9,364 1,259

特別利益   

固定資産売却益 6 7

補助金収入 50 818

持分変動利益 336 －

事業構造改善引当金戻入額 40 －

特別利益合計 433 825

特別損失   

固定資産除売却損 117 106

固定資産圧縮損 － 775

減損損失 44 －

特別損失合計 161 881

税金等調整前四半期純利益 9,636 1,203

法人税、住民税及び事業税 560 1,344

法人税等調整額 1,902 △20

法人税等合計 2,462 1,325

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

7,174 △122

少数株主利益 1,240 924

四半期純利益又は四半期純損失（△） 5,934 △1,045



（四半期連結包括利益計算書） 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

7,174 △122

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 1,038 △584

土地再評価差額金 － 508

為替換算調整勘定 △1,287 △1,380

その他の包括利益合計 △249 △1,456

四半期包括利益 6,925 △1,577

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 5,929 △2,400

少数株主に係る四半期包括利益 996 823



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 9,636 1,203

減価償却費 7,461 6,650

減損損失 44 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △8 0

退職給付引当金の増減額（△は減少） △2,253 △2,497

受取利息及び受取配当金 △180 △223

支払利息 907 936

持分法による投資損益（△は益） 6 △6

固定資産除売却損益（△は益） 111 99

売上債権の増減額（△は増加） △14,725 △5,937

たな卸資産の増減額（△は増加） △754 692

仕入債務の増減額（△は減少） 12,628 3,471

その他 △5,084 △2,514

小計 7,788 1,874

利息及び配当金の受取額 180 223

利息の支払額 △817 △843

法人税等の支払額 △635 △1,181

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,516 72

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △4,000 △10,700

有価証券の償還による収入 4,200 9,400

定期預金の預入による支出 △9,004 △7,550

定期預金の払戻による収入 7,006 7,800

有形固定資産の取得による支出 △3,333 △9,320

国庫補助金等による収入 － 345

有形固定資産の売却による収入 266 11

投資有価証券の取得による支出 △700 △12

関係会社株式の取得による支出 － △1,265

関係会社出資金の売却による収入 － 200

事業譲受による支出 △405 －

その他 △140 △922

投資活動によるキャッシュ・フロー △6,111 △12,012

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,751 2,272

長期借入れによる収入 4,191 12,000

長期借入金の返済による支出 △3,189 △7,198

社債の償還による支出 △100 －

配当金の支払額 △1,323 △1,326

少数株主への配当金の支払額 △217 △488

少数株主からの払込みによる収入 1,295 －

自己株式の純増減額（△は増加） △1 △0

その他 △15 △21

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,393 5,238



（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年12月31日) 

現金及び現金同等物に係る換算差額 △170 △311

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,628 △7,013

現金及び現金同等物の期首残高 21,552 38,461

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,180 31,448



 

 

(4) 継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 

 

(5) セグメント情報等 

（セグメント情報） 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

日本 北米 欧州 中国 タイ 
インド
ネシア

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

売上高     

  外部顧客への売上高 66,641 87,131 2,325 3,768 2,377 9,814 172,056 － 172,056

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

5,748 201 752 7 104 902 7,714 △7,714 －

計 72,389 87,332 3,078 3,775 2,481 10,716 179,771 △7,714 172,056

セグメント利益又は 
損失（△） 

7,000 943 △90 631 327 1,839 10,649 130 10,779

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年12月31日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

日本 北米 欧州 中国 タイ 
インド
ネシア

合計 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
(注)２ 

売上高     

  外部顧客への売上高 65,654 74,217 2,971 3,688 2,354 10,207 159,091 － 159,091

  セグメント間の内部
売上高又は振替高 

5,846 190 823 1 96 706 7,663 △7,663 －

計 71,500 74,407 3,795 3,690 2,449 10,913 166,754 △7,663 159,091

セグメント利益又は 
損失（△） 

4,046 △4,356 △173 533 274 2,018 2,341 191 2,532

（注）１ セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去であります。 

   ２ セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
 



平成24年３月期 第３四半期連結累計期間 決算概要〔連結〕

１．連結業績 （単位：百万円）

増減 増減率

売 上 高 (100) 172,056 (100) 159,091 △12,965 -7.5%

営業利益 (6.3) 10,779 (1.6) 2,532 △8,247 -76.5%

経常利益 (5.4) 9,364 (0.8) 1,259 △8,105 -86.6%

  特別損益 272 △56 △328 -

税前四半期純利益 (5.6) 9,636 (0.8) 1,203 △8,433 -87.5%

  法人税等・調整額 2,462 1,325 △1,137 -46.2%

  少数株主利益 1,240 924 △316 -25.5%

四半期純利益 (3.4) 5,934 - △1,045 △6,980 -

総資産 （前期末）=平成23年３月期 185,952 （当期末） 185,183 △769 -0.4%

純資産 （前期末） 54,573 （当期末） 50,211 △4,362 -8.0%

自己資本 （前期末） 47,149 （当期末） 43,491 △3,658

自己資本比率 （前期末） 25.4% （当期末） 23.5% △1.9%

現預金（有価証券含む） （前期末） 46,961 （当期末） 40,998 △5,963

有利子負債 （前期末） 83,878 （当期末） 89,783 5,905

ネット有利子負債 （前期末） 36,917 （当期末） 48,785 11,868

ネットＤ/Ｅレシオ （前期末） 0.78倍 （当期末） 1.12倍 0.34倍

営業ＣＦ 6,516 72 △6,444

(内数：減価償却費） (7,461) (6,650) (△811)

投資ＣＦ △6,111 △12,012 △5,901

(内数：有価証券＆定期預金) (△1,798) (△1,050) (748)

(内数：設備投資） (△3,573) (△10,210) (△6,637)

フリーＣＦ 406 △11,940 △12,345

連結子会社数 （前期末） 31社 （当期末） 29社 △2社

持分法適用会社数 （前期末） 1社 （当期末） 1社 0社

期中平均レート USD USD　　89.0円 USD　　80.2円 △8.8円

EUR  /  CNY EUR　　112.2円 /  CNY　　13.1円 EUR　　 110.6円 /  CNY　　12.4円 △1.6円 / △0.7円

THB  /  IDR THB　　　2.8円 /  IDR   0.010円 THB　　　 2.6円 /  IDR   0.009円 △0.2円 / △0.001円

２．地域別業績 （単位：百万円）

増減 増減率

売上高 日本 72,389 71,500 △889 △1.2%

北米 87,332 74,407 △12,925 △14.8%

欧州 3,078 3,795 717 23.3%

中国 3,775 3,690 △85 △2.3%

タイ 2,481 2,449 △32 △1.3%

インドネシア 10,716 10,913 197 1.8%

連結消去 △7,714 △7,663 52 -

連結 172,056 159,091 △12,965 △7.5%

営業利益 日本 9.7% 7,000 5.7% 4,046 △2,954 △42.2%

北米 1.1% 943 - △4,356 △5,299 -

欧州 - △90 - △173 △84 -

中国 16.7% 631 14.5% 533 △98 △15.5%

タイ 13.2% 327 11.2% 274 △53 △16.1%

インドネシア 17.2% 1,839 18.5% 2,018 179 9.7%

連結消去 - 130 - 191 61 47.2%

連結 6.3% 10,779 1.6% 2,532 △8,247 △76.5%

当第3四半期連結累計期間

 (H23.4～H23.12)

前第3四半期連結累計期間

 (H22.4～H22.12)

平成24年2月7日

 (H22.4～H22.12)

前第3四半期連結累計期間 当第3四半期連結累計期間

 (H23.4～H23.12)



３．通期連結業績予想数値 （単位：百万円）

増減 増減率

売上高 日本 93,500 95,300 1,800 1.9%

北米 98,000 96,200 △1,800 △1.8%

欧州 5,000 5,200 200 4.0%

中国 4,800 5,300 500 10.4%

タイ 3,100 2,900 △200 △6.5%

インドネシア 14,000 14,000 0 0.0%

連結消去 △10,400 △ 9,900 500 -

連結 208,000 209,000 1,000 0.5%

営業利益 日本 7.7% 7,200 5.7% 5,400 △1,800 △25.0%

北米 - △4,000 - △ 5,300 △1,300 -

欧州 0.0% 0 - △ 200 △200 -

中国 14.6% 700 13.2% 700 0 0.0%

タイ 6.5% 200 6.9% 200 0 0.0%

インドネシア 20.0% 2,800 17.9% 2,500 △300 △10.7%

連結消去 - 100 - 200 100 100.0%

連結 3.4% 7,000 1.7% 3,500 △3,500 △50.0%

前提為替レート USD EUR CNY THB IDR

前回予想 80.0円 110.0円 12.2円 2.7円 0.0092円

今回予想 79.6円 108.0円 12.4円 2.6円 0.0092円

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、実際の業績は、今後さまざまな要因によって予想数値と
　　　異なる場合があります。

 (H23.4～H24.3)  (H23.4～H24.3)

6/14公表 通期連結業績予想数値 2/7公表 通期連結業績予想数値
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